
 

 

（ 続紙 １ ）                             

京都大学 博士（情報学） 氏名 吉 澤 源 太 郎 

論文題目 
 
災害時の断水被害軽減に向けた水需要マネジメントに関する研究 
 

（論文内容の要旨） 
災害時の断水被害を軽減するための対策としては，大きく需要側の対策と供給側の

対策に分けて考えることができ，これまでは，水道施設の耐震化や応急給水体制の充
実といった後者の供給側の対策が傾注されてきた．しかしながら，財源確保の難しさ
や水道事業従事職員の減少などが近年顕在化しており，これらの対策の進捗にも限界
が見え始めている．本論文は，前者の需要側の対策に着目したものである．需要側の
対策とは，災害時に低下する水供給能力に応じた需要調整を図ることで水需給バラン
スの安定化を目指し，断水被害の軽減を図るためのマネジメントであり，本論文で
は，これらの対策を「災害水需要マネジメント」と称し，その体系化を図っている． 
各章の内容は以下のとおりである． 
第１章は序論であり，災害時の水需給を巡る国内外の課題を整理し，それらの課題

解決に向けて，これまでどのような対策が取り組まれ，今後どのような対策が必要か
論点を整理し，本研究の立ち位置を明確化している． 
第２章では，災害水需要マネジメントの体系化に向けて，水需要マネジメントに関

する既存概念を整理した上で，特に災害時に焦点を当てた場合に必要となる概念を明
らかにしている．災害時の水需要は，平時とは異なった様相を呈する．そのため，災
害時の需要に関する本論文の定義と，需要を規定している要因，断水受忍限度の概念
を明らかにすることで，災害水需要マネジメントの定義を明確化している．併せて，
災害水需要マネジメントの施策体系についても提示している． 
第３章では，災害時の断水受忍限度と水需要の推計手法を提案している．被災者の

健康と衛生環境の保持と被災企業の営業損失の回避という観点から，断水受忍限度の
計量化を図り，生活用水はもとより都市活動用水と災害応急対策用水を含めた都市用
水全体の需要推計手法を構築している．そして，当該手法を用いた実証分析を通じ
て，大規模災害時における都市域の水需給バランスについて分析を行い，発災直後と
第２週目の２回に亘って需要超過のピークが発生する構造を定量的に明示している． 
 続く第４章および第５章では，災害水需要マネジメントの諸施策のうち，特に災害
時の断水被害軽減に高い効果を発揮する考えられる二つの施策に焦点を当て，その具
体的な手法の構築に議論を進めている． 
 第４章では，リスクコミュニケーションを通じた災害水需要マネジメント手法を提
案している．水道事業者によるリスクコミュニケーションを通じて，自発的な断水リ
スクに対する理解とその対処行動意図の形成と実行を促し，災害時の水供給状況に応
じた需要水準に近づけるための効果的なコミュニケーション手法を提示している．ま
た，このようなリスクコミュニケーションの成功は，断水の未解消地域の住民に水を
分け与えようとする共助意識の醸成にも寄与するものであることの示唆を得ている．
  第５章では，水道水以外の地下水，雨水，工業用水，下水処理水といった生活用
水として有効活用可能な水資源を活用した災害水需要マネジメント手法を提案してい
る．なかでも，水量，水質，水圧の３つの側面から総合的に災害時有効活用ポテンシ
ャルの高いと評価された工業用水に着目し，工業用水が被災地の水需要を，水量・水
質両面からどの程度カバーできかを明らかにするとともに，防災拠点施設に工業用水
を供給することを想定したシナリオスタディからは，災害時における避難所生活者の
生活用水需要の大部分をカバーする効果が期待できることを明らかにした． 
 第６章は結論であり，本論文で得られた主要な成果についてとりまとめるととも
に、災害水需要マネジメントの構築に向けた，今後の研究の方向性を示している． 



 

 

 
注)論文内容の要旨と論文審査の結果の要旨は１頁を３８字×３６行で作成し、合わせ 
て、３,０００字を標準とすること。 
論文内容の要旨を英語で記入する場合は、４００～１,１００wordsで作成し 
審査結果の要旨は日本語５００～２,０００字程度で作成すること。 


